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本⽇のお品書き
• 物質・材料研究機構（NIMS）の紹介
• 図書館サービス
• 社会貢献と研究者⽀援

• 研究者のための情報発信
• 展開中のサービス

• 図書システムのリニューアルと図書室運営
• 研究者総覧SAMURAI
• 機関リポジトリサービス

National Institute for Materials Science



どこで、なにをやっているか?
‐ Short introduction• 物質・材料研究機構

• 材料研究（基礎研究所）
• 鉄鋼材、セラミックス、ガラス、超電導、⽣体材料など

• 約1,200名の研究員
• 科学情報室

• 専⾨図書室の運営（千現図書室、並⽊図書室）
• ウェブポータルサイトの運営
• オープンアクセス学術雑誌（Science and Technology of 

Advanced Materials）の発⾏
• （他部署との連携協業）

• 広報：公式サイト発信
• 評価：評価情報，ベンチマーク情報の検証

• サービスの開発
• 機関リポジトリ： NIMS eSciDoc
• 研究者総覧サービス

• 図書室の運営
• 電⼦リソースへの対応
• 管理システム, 利⽤システムのサポート対応

• Next‐L Enju
National Institute for Materials Science
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NIMS図書室
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図書館サービス
• 専⾨図書室の運営

• 物質・材料分野の専⾨書、専⾨雑誌
• 最新の研究情報のほとんどはEジャーナル、Eブックに移⾏
• おもに3拠点（千現、並⽊、桜）

• 総蔵書数は約8万冊程度

• 図書担当スタッフ：2名
• 業務のうち、貸出返却はセルフなど合理化

• 電⼦リソース
• 図書管理システムのリプレース
• Eリソースの管理

• 論⽂データベース/Eジャーナル/Eブック/リンクリゾルバー（SFX）等の
対応



研究所で必要とされているサービス

National Institute for Materials Science

• ⽂献調査

• 着想
興味関⼼

• データ分析

• 議論

実験
• 成果発表

• 実施連携
発信

ビジョン 国家戦略 社会応⽤

トップダウンと
ボトムアップ

マクロとミクロ
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研究所で必要とされているサービス
研究の現場と評価社会の現実
1. 予算の縮減
2. より多くの研究成果、外部資⾦を⽬指して…
3. ⾃分の研究を発⾒してもらうために。
4. 評価と視覚化

1. 機関リポジトリ - これまでの概念を超えて
2. 論⽂アーカイブからの発信 – 読者を発⾒する研究成果
3. 研究者情報の発信 – 成⻑する研究者総覧を⽬指して
4. ResearcherIDなどへの書き出しサービス – セルフアピールサービスの

実験
5. 統合型の図書情報ポータル – オンラインも紙も
6. 新しいプラットフォームから新しい発信を

使えるデジタルライブラリー
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運営費交付⾦ 雑収⼊

予算の縮減と進む国際化
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運営費交付⾦1%減
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World	ranking	status	in	Materials	Science
1996‐2006 2001‐2011

Essential Science Indicators

より多くの研究成果、外部資⾦を⽬指して…

順位 機関名 論⽂数 総引⽤数
1 CHINESE ACAD SCI 9,355 34,015
2 MAX PLANCK SOCIETY 3,154 33,010
3 TOHOKU UNIV 4,887 28,031
4 MIT 1,611 22,171
5 AIST 3,800 20,410
6 UNIV CALIF SANTA BARBARA 959 18,920
7 PENN STATE UNIV 2,001 18,051
8 UNIV CAMBRIDGE 2,011 17,584
9 OSAKA UNIV 3,142 17,000

10 KYOTO UNIV 2,648 16,290
11 UNIV CALIF BERKELEY 1,353 16,150
12 RUSSIAN ACAD SCI 6,922 15,687
13 CSIC 2,953 15,621
14 CNRS 2,553 15,346
15 NIMS 2,870 15,000
16 UNIV TOKYO 2,971 14,469
17 TOKYO INST TECHNOL 2,521 14,346
18 HARVARD UNIV 531 13,257
19 UNIV TEXAS 1,226 12,972
20 NATL INST STAND & TECHNOL 1,362 12,917
URL: http://www.in-cites.com/institutions/mat-sci_1996-2006.html 

順位 機関名 論⽂数 引⽤総数
1 CHINESE ACAD SCI 14,019 104,104
2 MAX PLANCK SOCIETY 3,277 56,720
3 TOHOKU UNIV 5,511 40,135
4 NIMS 3,952 36,578
5 MIT 1,635 35,329
6 AIST 4,052 33,868
7 UNIV CALIF BERKELEY 1,259 33,460
8 NATL UNIV SINGAPORE 2,309 31,740
9 TSING HUA UNIV 5,129 31,698

10 UNIV CAMBRIDGE 1,960 27,909

Source: Essential Science Indicator
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Source: University Science Indicators Japan 
Source: www.ResearcherID.com 

より多くの研究成果、外部資⾦を⽬指して…
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⾃分の研究をよりアピールするには…

何千件もの論文
リストから
「轟さんを探す」
と言っても・・



図書管理システム
統合ポータル

（Next‐L Enju）

機関リポジトリ
NIMS eSciDoc

研究者総覧
SAMURAI

アウトリーチ
社会貢献へ

所内情報基盤
の強化



筑波⼤学 オムニバス講義

NIMS研究者総覧

⽂書系
PubMan

画像系
Faces

研究者

⼀体的な相互連携・相互リンクからセルフアピールまで

セルフアーカイブ

研究情報発信
プラットフォーム
（CMS）

アクセス統計
可視化

サービス

NIMS eSciDocの全体像

アウト
リーチ

論文別刷

書籍原稿

装置マニュアル

参考文献

報告書等

実験写真

年10⽉28⽇
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機関リポジトリ

研究成果の保存から
発信と訴求，効果の確認まで

研究成果の保存

研究成果
DB

研究成果
DB

?
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機関リポジトリを超えて（研究成果の蓄積）

研究資料の登録： 刊⾏論⽂、発表
プレゼンテーション資料、教材、
データファイル、その他

特許DB

研究業績DB
発表論⽂、⼝頭発表など

⼈事課DB
⽒名、所属、職位など

NIMSイントラネット

利点:
‐永続的な資料保存と管理
‐アクセス制御：⾮公開資料、
機関内共有、全世界に向けて
公開
‐閲覧状況の随時把握

Global DL
materials science

MPI + NIMS + ….

NIMS DL
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• リポジトリシステム
• API対応

• OAI‐PMH
• SRW, JSON
• Atom/RSS

• バージョン管理
• 固定URL
• 典拠管理（CoNE）

• 著者, 雑誌 etc.
• ワークフロー
• 簡易登録
• 自動インポート

• ArXiv, PubMed
etc.
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⽇本語・英語のインタ
フェースの切り替え
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機関リポジトリを超えて ‐研究成果のセルフアピール
…そしてコミュニケーションへ

追加サービス

システムによる
研究者ID（著者）
の同定、管理

研究グループ/研究プロ
ジェクト単位でのWebサ
イトへ展開可能
（コメント、CMS機能）

プロファイルページの
⾃動⽣成
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研究成果の効果的発信 – 新しい読者の発⾒

どの地域から?
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研究成果の効果的発信 –新しい読者の発⾒

いつ?
どのくらい？
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研究成果の効果的発信 – 新しい読者の発⾒

Referrer
直前に⾒てい
たサイトは?

著者別 / 論⽂単位
に
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研究成果の効果的発信 – 新しい読者の発⾒

論⽂の発⾒に
使われた

キーワードは?



研究者総覧サービス
• 研究所にどんな研究員がいるか、その情報を公

開して、ひろく共同研究相⼿を探したりなどし
てもらうための公開サービス

• NIMSでは、新しい研究者総覧サービスを機関リ
ポジトリと連携して公開するための準備を進め
てきた

• 2010年10⽉に、研究者総覧サービスを公開。
• 常勤研究職員 約500名を対象。
• http://samurai.nims.go.jp/

http://samurai.nims.go.jp/
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Samurai – 職員 著者同定
‐ Author identification

⼈事データベースにおける職員番号を活⽤
業績評価データベースの各著者に対応する職員番号と照合

National Institute for Materials Science

外部著者：申請表記をそのまま登録
職員：職員番号を使って、研究者を同定



Samurai – CrossRef/DOIの活⽤
‐ Adding DOI numbers for publications

• CrossRef APIの活⽤
• ｛雑誌名、巻、号、開始ページ、刊⾏年｝： 4項⽬以上の⼀致

でDOIリンクを⾃動付与 → 学術雑誌で8割近い付与率
• 出版社版への誘導

National Institute for Materials Science



Samurai – 外部データベースとの連携
‐ Links/Communication across external DBs

National Institute for Materials Science

NIMS eSciDoc内のポートフォリオ
JST ReaD
KAKEN / NII研究者リゾルバ
Researcher ID
Google Scholar



NIMSデジタルライブラリー
（NIMS eSciDoc）

総務課 IT室⼈事課
データ⼊⼒/業務利⽤

研究職員

NIMS所内業務
システム

評価室

NIMS公
式ホーム
ページ 研究者ポートフォリオ

発表⽂献情報
（PubMan）

評価 / 業務

研究者総覧サービス
におけるデータフロー

② DOI情報追加

② キーワード（分野情
報）の追加

研究者総覧サービス
（samurai.nims.go.jp）

③ DLデータ出⼒
（業績情報＋研究者情報）

C. 論⽂本⽂
アップロー
ド＋論⽂情

報編集

所内情報統合
DB

④ DL情報取り込み

B. 確認＋研究紹
介情報の編集

A. データ
⼊⼒

⑤ データ公開・相互リンク

特許データ
（XML, SGML）

①名寄せ、データ統合



研究者総覧SAMURAIの特⻑

• 職員コアデータベースの情報を整理して表⽰
• ユニット単位データ、⼈名インデックスを元に⼀覧表⽰
• ⽇本語版・英語版
• 研究ユニットごとのニーズに応じたカスタマイズ

• ポスドク研究員も⼀覧に加えてほしい
• 研究者を限定して表⽰してほしい
• ⼀部職種は表⽰しないように、外来研究員は表⽰しない等。

• 外部連携：外部データベースとのやり取り
• トムソン・ロイター社ResearcherID.comサービス, 
JST ReaD研究者ディレクトリ, 国⽴情報学研究所KAKEN
サービスへの⼀括登録機能の開発



研究者総覧の運⽤：⼈事データ, 論⽂書誌
データの修正、確認
• 論⽂DOIからの情報の⾃動取得

• ウェブAPI : CrossRef.org へのクエリ、照合
• 著者名部分の情報の正確性

• あとから修正できるようにする必要あり。
• 職位、部署名など、⼈事情報の正確さを確認
• 各部署とやり取り、調整

• 項⽬情報のマッピングの問題
• 必須項⽬（分野）, 職員番号
• NIMS eSciDocとのデータ連携統合



National Institute for Materials Science

ResearcherID サービス

ResearcherID.com
– 2008年にトムソン・ロイター社が開始
– 研究者の個⼈プロフィール / 研究歴情報の共有サイト
– 業績⼀覧ポータルサイトとして、研究者⾃⾝の編集に

よるプロモーション
– 業績情報＋引⽤情報の効果的発信

利点
– 研究者ポータルとして
– 引⽤情報のマッピング、可視化
– リンクウィジェット (ResearcherID badge)



プロフィール情
報、発表⽂献情

報、
引⽤回数を公開

⾃分の
これまでの
発表⽂献数

http://www.researcherid.com/rid/A-9922-2008


ResearcherID.com (citation map)
引⽤情報をも
とにした分析
も直接呼び出

せる



ResearcherID へのアップロードサービス

XML（プロフィール、論⽂業績）による⼀括アップロード
機関管理者が所属研究者分をまとめてアップロードできる
研究者同定：メールアドレスベース

アカウント登録者：既登録者にマッチしたら、職員情報とし
て登録
アカウント未登録者：メールアドレスを使って登録

NIMSの場合
XMLスキーマと所内⼈事DB・業績DBとマッピング
⾃動アップロード⽤簡易ツールを開発
本⼈に代わり⼀括アップロードし、研究者本⼈による確認を
経て、公開



ResearcherID.com (Suggested 
publication) 機関管理者側でアップロー

ドした⽂献はSuggested 
Publication として保存
され、本⼈が確認してから
公開ページに移動できる。

リンクできると
活⽤範囲が⼤き

く広がる！



社会への発信
窓⼝

Researchmap

JST ReaD

ResearcherID

Web of Science

職員コア
DB

研究発表
許可願

システム

所内研究職員の
網羅的な情報
（随時更新）

所内研究職員に
よる研究発表情報

（随時更新）

所内の
職員コアDB・
研究発表許可
願システム

と連携

研究者総覧
SAMURAI

機関リポジトリ
NIMS eSciDoc



図書管理システム Next‐L Enju
• 導⼊経緯

• 2001年の独法化以降、旧来の商⽤図書システムを更新
• ソフトウェア保守期限を契機に更新
• Next‐L Enju

• 予算⾯で合理化可能
• ソフトウェアとしてのカスタマイズ性・拡張性に優れる
• 導⼊実績：国⽴国会図書館（NDLサーチ）

• 特⻑
• オープンソースソフトウェア
• 次世代型の検索・ナビゲーション性能
• 国際化対応
• API・外部連携可能性：機関リポジトリ, 所内データ対応
• セルフ端末対応, Eリソース管理

National Institute for Materials Science



国内初、研究機関でオープンソース図書館
システムを採⽤
• 電⼦資料, 紙資料の双⽅に対応した資料情報の提供
• 国際化対応
• 既存サービスの質を下げない, コスト削減
• システムデザイン（サービス）を⾃らの⼿で

National Institute for Materials Science

Ref. 
http://www.nims.go.jp/news/press/2010/11/p201011080.html



図書システムをデジタルライブラリーの
ポータル（窓⼝）として活⽤

National Institute for Materials Science

• Eリソース対応や購読データベースへのリンク等によ
り、研究者が⽂献探索する際の総合ポータルへ。

• 現物図書の貸出状況からグーグルブックスの活⽤まで。
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よく使わ
れる外
部データ
ベース, 
リソース

図書館からのお知らせ資料をまとめて検索

新着資料の一覧
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まとめ
• ボトムアップ, トップダウンの両ニーズ
• プラットフォーム指向で情報基盤を整備

• 機関リポジトリ ー セルフアーカイブ
• 研究者総覧 ー 研究者の顔
• 図書システム ー デジタルライブラリーのポータル

• オープンソースソフトウェアの活⽤
• コスト削減を実現

• オープンソースで図書館コミュニティに還元
• ⾃分たちで考える図書システム, サービスを実現

National Institute for Materials Science
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ありがとうございました

National Institute for Materials Science
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